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プラズマ溶射法は,セラミックスなどの高融点材料のコーティングに最も適した方法として
耐摩耗・防食・耐熱コーティングなどの用途に用いられている.その熱源としては,直流アー
ク放電が主に用いられており,通常,大気圧下での高温プラズマ(>10,000玲の生成・維持のた
めに40kW以上の電力を要する.しかし,この入熱は溶射材や基材の組織に影響を与え,劣化を
もたらす可能性がある.また,樹脂のような低融点基材への成膜に対する障害にもなっている、

このため,溶射材や基材への入熱を低減できる低電カプラズマ溶射法が必要とされている.と
れを解決する方法として,マイクロ波放電を用いた大気圧マイクロ波プラズマ溶射法が提案さ
れている.そこで,本研究では低電力(室lk粉で動作が可能な大気圧マイクロ波プラズマ溶射

装置の開発に取り組むとともに,その動作特性を明らかにすることを目的としている
本論文の第1章では,本研究の背景を述べるとともに大気圧マイクロ波プラズマ溶射法の特

徴と動作原理について説明し,本研究の目的を述べている.第2章では,マイクロ波プラズマ
溶射装置の動作特性として,プラズマの熱効率や温度測定,溶射粒子速度測定,基材温度測定
などを行い,低電力溶射が可能であることを示すとともに,基材への熱影響低減効果の可能性
を述べている.第3章では,本法を高融点金属であるCrの低融点基材であるCF即へのコーテ
イングに適用し,高硬度皮膜作成の可能性調査結果を述べている.第4章では,高温下で相変

化を起こしやすい酸化チタンを溶射材として用い,光触媒特性劣化要因となる相変化抑制の可
能性を調査している.第5章では,大気圧マイクロ波プラズマ溶射法の現状での課題を総括し,
課題のーつの解決法として磁気ノズルに関する検証実験結果を述べている.第6章で全体の結

果をまとめ,本論文を総括している.

文内容 の 要

大気圧下での低電カプラズマ溶射を可能にする新規の方法として,マイクロ波プラズマ溶射

法が提案されている。本研究は,その基本的な動作特性を調査するとともに,その応用として

の成膜特性を明らかにすることを目的として実施したものである.本手法は,従来のプラズマ

溶射法で問題となって来た溶射材や基材への入熱に伴う材質の劣化を低電力化('1kw)によ

り解決することを目指している。

マイクロ波プラズマ溶射の動作特性の評価では,大気圧プラズマを低電力で維持可能である

とともに,プラズマ温度(竺4,00OK)および粒子速度(M飢 135m/S)計測結果から溶射への適

用が十分可能な熱源であることを明らかにしている.また,基材温度測定結果より,基材への

入熱が低減され,低融点基材への適用の可能性を明らかにしている.さらに基材への熱影響低

減効果に対する他の評価として,低融点基材であるCFRP上への高融点溶射材であるCr材料の成

膜を行い,基材組織劣化を低減した溶射が可能であることを検証している.一方,溶射材への

熱影響低減効果を評価するために,酸化チタンを用いた溶射実験を行い,光触媒活性の高いア

ナターゼ相を最大83%維持した皮膜作成が可能なことを明らかにしている.本研究の結果は,

低電力大気圧マイクロ波プラズマ溶射法の有用性を示しており,実用的にも意義の高い研究成

果である.また,大気圧下でのマイクロ波プラズマ生成状態とプラズマによる溶射粒子の加

熱・加速過程を明らかにしており,学術的にも高い意義を有した研究である

以上により,本論文は博士(工学)の学位論文に相当するものと判定した

査 の 要
をごユ

(各要旨は1ページ以上可)
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